
NoA53 

2006年

CONTENTS 

文化人の本音河合隼雄文化庁長官対談 第51回 ゲスト中島信也さん鬱（株）東北祈社限締役,CMテ •I レ勺ター

もしろし屯ものをみんなに見て楽しんでもらしヽたし‘•……………••4
畏官コラム 文化庁の抜穴・・・..● 0 ●.......................................● ●................・・・ C,  

いきいきミュージアム 美術函．掏物且官坦業1ノポート 51
横浜市屈史博物館 。．． 0●....●...............................。24
畠
芸術文化の回］5

這アニメーション映画の展閥（佐伯知紀）・・....。。 •,.·········•25
宅i

著作権Q&A 『著作福なる1包ど質閑箱1から 15
外国との関係．．，.................................。...........26 

言葉と暮らし 3
=•世界の言語テスト ・・・・・・・・・・・，．．．。．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．^ •··•27 

伝建地区を見守る人々 伝達歳時記 27

伝統的建造物群保存地区を見つめる住民のまなざし
（京都府与謝野町加悦） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..●●..ヽ・・・・・・28

くらしが育む文化的景醗 3

海と山とを耕してきた浦（愛媛県宇和島市）．．。••………… •30

員広l謬う「文化力1の蒻！ 3 

鑓壁をなくそう！ ビジネス街と文化との新しい関係…32

風を呼ぽう、わが町に 登録有形文化財建造物との歩み 27

地域の新たな活力源伊勢の登録文化財めぐり ・・… •33

地域からの「文化力」発信 15

なにも加えない・ひかない 平田流演翡発表会•…••••。 ••.34

妥心日本の伝坑きもと疫を守る人々 選定保存技術保持者艦 47
上田 尚（金唐紙製作）・• o ● ● ● O ● ●....ヽ●.............●● ● ● O ●・・・・・・・・36 

国宝重要文化財をもっこ楽しむ方法文化財箔費の手引き38
？古写経の見方一飛鳥・奈良朝の写経ー・・ o........... … •37

祭り歳時配 伝彦を支える人々 3
因幡の菖蒲綱引き（烏取県島取市・岩美郡岩美目］） ．..・・・・・・・・・38

iヽ
文化庁の星 2

こ文化財鑑査官 。．．．．．ク・• o ● ●・・・・・・・・・・・・・・・・・・● ● ● ● ● ● ● 0 ・・・・・・・・・ •39

極

＇平成 17年度（第 2亘回）文［下疇言雙創作奨励裳···•40

［三印：付ここ江戸絵画展 ： 
＇三三二斤目展伊藤存令村原須田 1況弘」 ： 

．，
 
．．
 
。

．．．．．．． 
，
 
．．．．．．．．． 
，
 
．．．．．．． 
令

．．．．．． 
，
 
．．．．．．．． 
，
 
．．
 
・゚・
0

9

,

.

,

.

.

.

.

 

緬
文文

化
庁
の
取
組
に
期
待
す
る
こ
と
・
°
·
…
…
•

市
民
に
よ
る
保
存
活
動
の
進
屋
：

•゚
o..
.

.

.

.

 .
 

文
化
財
と
N
P
O
の
魅
力
を
引
き
出
す
し
く
み

渡
邊
定
夫

g
ま
ゆ
み

．
坂
本
憲
治

文
化
庁
提
言

文
化
財
建
造
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活
用
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推
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民
間
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策
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介
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等
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文
化
財
建
造
物
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用
の
推
違
事
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」
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財
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造
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整
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写衷 登録有形文化財（建造物）世嬉の一酒造場石

蔵：従業員が観光客といっしょに餅をつくなど，

伝統文化を活かしたサービスの向上を固り、地域

で長く親しまれる施設づくりに取り祖んでいる

〖撮影：小野吉彦］

文
化
庁
で
は
、
文
化
財
建
造
物
に
日
常
的
に
接
す

文
化
庁
で
は
、
平
成
一
六
ー
一
七
年
度
に
「

N
P

0
等
に
よ
ろ
文
化
財
建
迄
物
の
保
存
・
栢
用
の
推
進

に
関
す
る
実
践
研
究
（
以
下
、
調
査
研
究
）
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
研
究
の
目
的
は
、
特
定
非
営

利
活
動
怯
入
や
公
益
的
活
動
を
行
ヽ
っ
そ
の
他
の
市
民

団
体
（
以
下
•
,
N
P
o
)の
活
刀
の
導
入
に
よ
り
、
文

化
財
建
造
物
の
管
理
と
活
用
を
促
進
す
る
し
く
み
を

検
肘
す
る
こ
と
で
す
。

閏
査
研
究
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
．
又
化
財
建

造
物
の
俣
飼
、

N
P
O
の
置
か
れ
る
実
惰
と
課
題
＼

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
三
つ
の
観
克
か
ら
詰
事
項
を

検
討
す
る
た
め
、
較
訂
委
員
会
（
委
員
長
こ
波
邊
定

夫
東
京
大
学
名
誉
敦
授
）
が
設
筐
さ
九
ま
し
た
。

胴
査
研
究
の
印
で
行
わ
れ
た
事
例
霜
査
の
成
界
の

一
部
は
、
本
誌
平
成
一
七
年
度
連
飩
「
文
化
財
を
め

：
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
．
9

・
プ
」
（
全
六
回
）
で
、
既
に
紹

介
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
特
集
で
は
、
訓
査
研

る
行
政
と
民
間
の
協
働
の
在
り
方
を
見
直
す
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
。

t
)
れ
ら
は
、
多
該
の
住
宅
建
築
や
近
代
の
建
造
物

が
保
殿
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
、
所
有
者
に
よ
る
管

理
が
阻
難
に
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
公
有
化
を
促

進
す
る
方
阿
で
対
策
が
謡
じ
ら
九
て
き
た
こ
と
と
大

き
な
か
か
わ
り
を
も
ち
ま
す
。

こ
の
調
査
研
究
で
は
、
公
有
化
と
並
び
、
地
域
で

文
化
財
を
受
け
継
い
で
い
く
よ
う
な
判
た
な
保
設
手

法
の
確
立
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
り
ま
し
た
。
調
査

研
究
の
成
果
は
、
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
、
伝
統
的

建
造
物
群
と
い
う
種
別
を
超
え
、
類
似
の
課
題
を
抱

え
る
他
の
文
化
財
に
対
し
て
も
広
く
参
考
に
な
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
動
機
と
N
P
O
の
意
欲

特
集
の
趣
旨

活
用
の
推
進
と
民
間
の
参
画

こ
れ
を
受
け
て

平
成
一
八
年
度
か
ら
着
手
さ
れ
る
新
た
な
取
組
に
つ

い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
ー
'
]

平
成
l

-

―
―
年
に
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
が
制
定
さ

れ
、
こ
れ
に
基
づ
く
「
文
化
芸
術
の
拒
興
に
関
す
る

基
本
的
な
方
針
」
が
平
成
一
四
年
―
二
月
に
閣
譲
決

定
さ
九
ま
し
た
。
翫
査
研
究
は
、
こ
の
方
針
が
定
め

る
文
化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
施
策
手
文
化

財
等
の
保
存
及
び
活
用
、
民
間
の
支
授
活
動
の
活
性

化
等
）
の
一
っ
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

少
子
高
齢
什
、
都
市
化
や
過
疎
化
、
入
々
の
価
値

観
の
多
様
化
、
「
小
さ
な
政
府
」
を
目
指
す
行
政
改
革

の
推
進
、
文
化
尉
に
係
る
国
際
協
力
嬰
語
の
高
ま
り
。

こ
う
し
た
近
年
の
諸
情
勢
を
跨
史
え
な
が
ら
、
文
化

財
行
政
の
総
合
的
批
進
を
図
万
う
と
、
文
化
貯
で
は
、

こ
こ
十
数
年
の
間
に
中
長
期
的
な
胴
点
か
ら
重
点
腿

策
の
見
直
し
を
量
ね
て
き
ま
し
た
。

る
た
め
の
工
夫
や
努
力
も
広
く
活
用
に
当
た
る
行
為

と
捉
え
て
い
ま
す
。

活
用
の
促
進
が
強
：
永
め
ら
れ
る
も
の
に
、
燕
住

の
民
家
、
当
初
の
用
途
，
械
能
を
終
え
た
公
共
施
設

や
産
業
施
設
な
ど
が
挙
け
ら
れ
ま
す
。
従
来
、
こ
の

よ
う
な
物
件
に
対
し
て
は
、
建
造
物
を
健
金
に
維
持

す
る
た
め
の
通
風
の
硝
保
、
点
検
、
清
掃
、
小
修
理

等
を
行
う
人
が
必
要
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
活
用
希

望
者
と
い
う
よ
り
は
、
よ
き
管
理
人
が
求
め
ら
れ
て

き
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
詞
査
研
究
の
中

で
N
P
O
の
活
動
実
態
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
、
活

用
の
動
様
は
「
管
理
」
か
ら
発
生
す
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
が
わ
力
っ
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
歴
史
的
な
建
造
物
を
産
腕
や
デ
イ
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
、
文
化
芸
術
の
創
造
拠
点
に
用
い
る
事
例

か
ら
は
、
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
に
同
か
い
合
う
こ
と
で
生

間
利
阻
の
セ
ン
ス
が
磨
か
れ
、
創
造
的
な
活
用
へ
と

つ
な
が
る
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
的
な

建
造
物
の
さ
ま
ざ
ま
な
特
性

が
、
利
用
者
、
訪
問
者
に
ど

の
よ
う
な
心
理
的
効
果
や
感

動
を
与
え
る
か
と
い
う
視
点

が
、
も
て
な
し
の
心
と
な
っ

て
、
使
い
方
の
独
自
性
に
現

れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

文
化
財
建
造
物
を
団
体
の

活
動
に
有
効
に
使
い
た
い
と

9

_

1

|
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文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
平
成
一

0
年
三
月
）

を
ま
と
め
る
こ
ろ
か
ら
は
、
文
化
財
保
設
の
意
義
を
、

文
化
芸
術
の
振
興
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
の
中
で
捉

え
る
視
点
が
高
ま
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

文
化
施
策
の
充
実
に
係
る
こ
う
し
た
取
組
の
中
で
、

活
用
の
促
迄
や
民
間
の
参
画
は
、
文
化
財
保
談
呈
般

の
重
点
課
題
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
本

調
査
研
究
で
は
、
謳
要
文
化
財
・
登
録
有
泥
文
化
財

の
逮
造
物
と
伝
統
的
建
造
物
群
侃
存
地
区
に
対
象
を

し
ば
り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

＠

管

理

す

る

も

の

を
多
数
含
む
こ
こ
。

＠
入
々
の
生
活
行
急
、
生
窟
行
為
、
文
化
活
動
等
と

深
く
問
係
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
．
，
そ
の
保
存
や

活
用
の
状
況
は
、
周
辺
地
域
の
仕
会
経
済
状
況
と

相
互
に
影
響
を
及
ぼ
し
合
っ
て
い
る
こ
と
。

も
文
化
財
建
造
物
で
あ
る
公
共
施
殷
に
つ
い
て
も
、
地

方
自
治
法
に
基
づ
く
指
定
管
坦
者
制
度
が
辿
用
さ

礼
始
め
た
こ
と
。
こ
の
た
的
、
管
理
と
活
用
に
係

す
る
動
様
が
、
独
特
な
空
間
表
現
、
施
設
管
理
の
意

欲
、
文
化
吋
の
公
益
性
を
も
た
ら
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
調
査
研
究
で
は
、

N
P
O
の
こ
の
特
性
に
着
目

し
ま
し
た
。

N
F
o
は
杜
会
に
寄
与
す
る
活
動
目
的
を
も
ち
ま

す
。
こ
れ
は
自
発
的
に
見
い
だ
す
社
会
的
使
縮
感
と

も
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
使
命
感
と
文
化
財
が

出
会
っ
た
と
き
、
文
化
財
保
護
と
地
域
社
会
と
の
接

点
が
生
ま
れ
る
の
だ
と
い
え
る
て
し
ょ
う
。

文
化
庁
で
は
、
平
成
一
八
年
度
に
「

N
P
O
等
に

よ
る
文
化
財
建
造
物
活
朋
の
推
進
事
薬
」
に
着
手
し

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

N
P
O
が
有
す
る
創
発
力

や
取
組
の
先
駆
性
と
、
文
化
財
関
係
者
の
経
験
を
合

わ
せ
な
が
ら
、
文
化
財
建
造
物
の
活
用
の
推
進
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、
豊
か
な

社
会
生
活
を
実
現
す
る
社
会
資
本
と
し
て
文
化
財
建

造
物
を
活
用
す
る
取
組
が
促
進
さ
れ
、
ひ
い
て
は
企

業
等
を
含
め
た
よ
り
多
く
の
民
間
団
体
が
保
護
に
参

画
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
で
写
真
『

文
化
庁
で
は
、
こ
の
事
業
の
実
施
を
と
お
し
て
、
民

閻
団
体
に
よ
る
文
化
財
保
設
活
動
の
支
援
に
関
し
、

制
度
面
の
見
直
し
等
、
さ
ら
に
検
討
を
深
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

N
P
O
の
創
発
力
と
文
化

庁
の
こ
れ
ま
で
の
経
険
が
う
ま
く
組
み
合
っ
た
と
き
、

大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
脇
力
を
お
頴
い
し
ま
す
。

N
P
O
の
創
発
力
と
文
化
庁
の
経
験

11 文化庁月菩 2006.6 2006.6 文化庁月報 10 
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N
P
O
に
よ
る
先
駆
的
事
例
の
精
目
点

織
の
情
報
提
供
を
挙
げ
ま
し
た
。

近
年
、
•
特
定
非
営
利
活
動
法
人
や
公
鉦
活
動
を
行

つ
そ
の
他
の
市
民
団
体
（
以
下
、

N
P
o
)
が
主
体

と
な
っ
て
地
域
固
有
の
歴
史
や
文
化
を
掘
り
起
こ
し
、

有
形
，
他
形
の
文
化
逆
産
を
活
厨
し
な
が
ら
地
域
の

再
生
を
図
る
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

N

P
O
が
、
文
化
刷
建
造
物
の
保
展
に
力
量
之
存
分
に

発
挿
で
き
る
し
く
み
を
構
築
す
る
た
め
、
文
化
庁
で

は
平
成
一
六
＼
一
七
年
度
に

-
N
P
O等
に
よ
る
文

化
財
建
造
物
の
保
存
｀
活
用
の
推
進
に
関
す
る
英
践

研
究
（
以
下
．．
 

調
査
研
究
）
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

主
な
椋
討
事
項
は
以
下
の
三
灼
で
す
。

⑬
文
化
財
建
造
物
の
活
用
に
参
画
し
て
い
る

N
P
o

の
現
況
と
課
題
。

＠
文
化
財
建
池
物
の
菅
址
活
用
に
係
る
業
粉
受
託

者
と
し
て
の
閥

P
O
に
求
め
る
べ
き
資
質
c

⑮
事
業
の
創
発
か
つ
実
屈
主
体
と
し
て
の

N
Pへ0U
の

注
力
呑
l

、
文
化
財
保
護
に
活
か
す
し
く
み
。

個
々
の
活
動
事
例
を
調
査
す
る
と
、

N
P
O
の
団

体
目
的
に
限
ら
し
た
活
用
の
発
想
や
サ
ー
＇
ビ
ズ
創
出

の
意
欲
が
、
文
化
財
保
震
と
地
域
社
会
と
の
相
関
性

．．
 
定
強
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
特
に
、
以
下

の
点
に
着
目
し
ま
し
た
。

〈
暫
定
利
用
か
ら
場
の
可
能
性
を
探
る
〉

横
浜
市
は
、
都
心
部
歴
史
的
建
築
物
文
化
芸
術
活
用

実
験
事
業
の
実
施
団
体
を
公
拠
し
、

B
a
n
k
A
R
T
1
9
2
9
 

に
市
認
定
歴
史
的
建
造
物
旧
第
一
銀
行
横
浜
支
店
等

の
運
営
を
委
託
し
ま
し
た
。
実
験
事
業
の
期
間
は
平

成
一
六
年
―
一
月
か
ら
平
成
一
八
年
三
月
ま
で
で
す
。

同
団
体
の
活
動
は
、
①
新
し
い
横
浜
の
文
化
芸
術
創

造
と
発
信
、
②
歴
史
的
建
築
物
活
用
の
可
能
性
の
開

拓
、
③
文
化
芸
術
を
核
に
し
た
中
し
市
街
地
の
活
性

化
、
①
効
呆
的
で
効
率
的
な
施
設
運
営
の
持
続
、
の

四
点
か
ら
高
く
評
価
さ
汎
、
平
成
「
八
年
四
月
以
降

も
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

神
戸
市
が
所
有
す
る
旧
神
戸
移
住
セ
ン
ダ
ー
は
、

し
ば
ら
く
空
き
ビ
ル
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

―
一
年
ー
一
月
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
芸
術
と
計

面
会
試

(
C
に/¥

p
_
)
が
市
の
許
可
を
得
て
、

{
C
A
P

H
O
U
S
E
-
一
九
0
日
間
の
芸
術
的
実
験
」
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、

C
.A.P
.
は
建
物
の
管

理
委
託
を
受
け
る
に
至
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
ア
ー

ト
を
身
近
に
感
じ
る
空
間
づ
く
り
と
、
市
が
開
設
し

は
じ
め
に

巳一

ア
ン
ケ
ー
ト
胴
査
（
対
象
四
三
一
団
体
、
う
ち
回

答
一
七
一
団
体
）
の
結
果
か
ら
は
、
回
答
団
体
の
大

半
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
誰
進
、
環
境
の
侶
金
、
子
ど

も
の
健
全
育
成
等
、
地
域
の
社
会
的
課
題
に
取
り
組

む
中
で
、
歴
史
的
な
建
築
や
町
並
み
の
保
存
に
か
か

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

「
文
化
財
保
護
＇
愛
襲
に
係
る
活
動
内
容
」
と
し
て

は
、
催
し
の
企
圃
・
実
施
が
畏
も
多
く
、
こ
れ
と
あ

わ
せ
て
調
査
埠
の
専
門
性
を
も
つ
活
動
、
錯
賞
や
ガ

イ
ド
等
の
普
及
啓
発
活
動
、
空
象
件
介
や
土
地
取
碍

等
に
か
か
わ
る
活
動
等
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
間
で
活
動
肉
容
が
多
彩
に

唸
り
．
取
組
が
事
業
化
し
て
い
る
傾
向
も
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
関
連
し
、
五
割
弱
の
団
体
が
．

行
政
か
ら
な
ん
ら
力
の
業
務
を
任
さ
れ
て
い
る
と
回

答
し
て
い
ま
す
。

饂
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
以
下
、
直
伝

廷
地
区
）
の
空
家
・
空
地
問
題
に
特
定
し
て
調
査
す

た
海
外
移
民
資
料
室
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

B
a
n
k
A
R
T
 1
9
2
9

と
C
A
P
は
、
暫
定
的
な
施
設
運

掌
定
と
お
し
て
、
保
存
ゃ
管
理
体
間
の
欧
善
・
強
化

へ
と
道
を
開
い
て
い
る
事
例
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

〈
多
様
な
活
箆
技
術
を
顕
在
化
す
る
〉

B
a
n
k
A
R
T
 l 
0
2
9

や
C
A
P
.
は
芸
術
活
動
に
取
り
紅

む
団
体
で
す
e

彼
ら
の
も
つ
表
哀
力
や
演
皇
力
、
企

固
力
が
、
文
化
財
建
造
物
の
活
用
に
有
効
に
働
く
．
こ

と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

文
化
財
保
設
の
た
め
の
技
術
・
技
能
と
い
え
ば
、

有
形
文
化
財
と
し
て
の
学
術
的
価
値
を
維
持
す
る
た

め
の
殷
計
監
理
技
術
や
大
工
、
左
官
、
瓦
製
作
等
の

技
詫
が
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、

N
P
O
が
島
せ
る
先
駆
的
な
活
用
事
例

か
ら
は
、
保
存
と
活
用
の
技
術
を
多
様
に
投
得
す
る

必
要
が
う
か
が
え
ま
す
。
ア
ー
ト
，
プ
ロ
テ
ュ
ー
ス
、

不
動
産
管
理
、
税
務
、
経
営
な
ど
の
技
術
、
知
識
が

例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

〈
保
存
へ
の
参
画
の
窓
口
を
開
く
〉

島
根
県
大
田
市
は
、
重
要
文
化
計
（
建
造
物
）
熊

谷
家
住
宅
の
保
存
修
理
工
事
中
に
、
公
募
で
「
家
の

女
達
]
と
称
す
る
チ
，
ー
ム
を
組
織
し
ま
し
た
。
常
設

展
示
を
企
画
し
な
が
ら
日
常
管
理
と
見
学
者
対
応
を

担
う
団
体
と
し
て
養
成
し
、
平
成
一
八
年
四
月
に
熊

谷
家
住
宅
の
一
般
公
開
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
市
は

家
の
女
達
と
と
も
に
、
市
民
の
持
ち
寄
る
提
案
を
熊

谷
家
で
具
現
化
し
、
同
住
宅
に
適
し
た
管
理
と
活
用

の
在
り
方
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

N
P
O
に
よ
る
活
用
の
現
況
と
課
題

写真 熊谷家住宅。家の女達による手作り展示：伝統の料

理を布で再硯

文
化
財
部
参
事
官
（
建
造
物
担
当
）
付
整
備
活
用
部
門

』
辛

v
-工
-
―
―_
-
9穿

E
F
く
ヒ
一
一
塁
―
—+-
m
-
•旨
―
ー
＝
に
J
酎
●
[
i
しU」
と
・
く
一
―
-
H
エ
｀
一
＿
了
王
一
を
・
」
」4
ユ
t
＿
く
＿

1
=―
-
＝
V
-
•
-
―
-
マ
・
＝
―
―
上
F
-
_
-
<
•

ー
·

る
と
、
沖
縄
県
竹
富
町
竹
冨
島
の
「
た
き
ど

広
島
県
竹
原
育
竹
原
の
「
文
ン
ト
ワ
ー
ク
竹
原
」
、
島

根
県
大
田
市
大
森
銀
山
の
「
納
川
の
会
」
な
ど
、
家

主
と
入
居
希
望
者
の
仲
介
、
空
家
の
情
報
提
供
等
に

取
り
絡
む
特
定
非
営
利
活
動
怯
入
の
活
動
が
芽
生
え

て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
空
地
。
空
家
問
題
に
不

可
欠
な
不
動
産
仲
介
業
務
は
行
政
様
関
や
、
露
伝

延
地
区
の
保
存
会
な
ど
に
は
な
じ
み
ま
せ
ん
c

行
政

や
住
民
と
協
訊
し
つ
つ
、
桑
務
を
差
う
団
体
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

ア
ン
ケ
！
卜
尉
査
で
「
活
励
の
課
題
」
と
し
て
最

も
多
，
＜
蛍
げ
ら
れ
た
の
は
、
地
域
や
行
政
と
の
退
揚

の
弥
化
で
し
た
。
大
半
の
団
体
が
非
地
縁
系
望
織
で

あ
り
、
行
政
目
標
と
の
関
連
を
示
す
こ
と
で
岳
動
の

公
共
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
考
え
る
傾
阿
が
う
か

が
え
ま
す
。
次
い
て
、
組
織
の
運
営
力
向
上
、
活
動

の
／
ウ
ハ
ウ
の
習
得
が
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
弓
t

「
行
政
に
期
待
す
る
支
援
や
協
力
」
の
間
い
に
は
、

多
く
の
団
体
が
複
岱
回
答
の
巾
で
、
資
會
汲
助
、
事

業
の
共
同
企
匪
、
相
互
支
援
が
で
き
る
他
の
住
民
組

静
岡
市
が
所
有
す
る
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

旧
五
十
嵐
歯
科
医
院
で
は
、
「
旧
五
十
嵐
邸
を
考
ぎ
る

会
」
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
は
、
旧
浦
原
町
（
現

静
岡
市
）
に
よ
る
一
ま
ち
づ
く
り
講
座
」
を
契
様
に
平
成

―
一
年
に
設
立
さ
れ
、
同
建
物
の
公
開
活
動
を
手
伝
っ

て
き
ま
し
た
。
平
成
一
四
年
に
は
公
募
・
選
考
を
経
て

旧
宜
十
嵐
歯
科
医
院
の
退
用
を
町
か
ら
委
託
さ
れ
る

に
至
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
さ
の
共
有
、
無
理
の
な
い
活

動
を
続
け
る
た
め
の
作
業
分
拒
等
、
参
加
型
の
発
想
を

実
現
し
、
他
の
多
く
の
団
体
の
共
感
を
得
て
い
ま
す
。

家
の
女
遠
は
、
熊
谷
家
に
残
る
家
財
の
台
帳
作
成
、

修
繕
等
を
ど
お
し
て
、
家
を
保
っ
た
め
の
仕
事
や
家

に
ま
つ
わ
る
季
節
の
仕
事
を
習
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、

伝
統
料
理
を
布
で
箱
緻
に
再
現
す
る
等
，
，
畏
矛
企
画

に
工
夫
を
菫
ね
て
い
ま
す
〖
写
真
〗
。
ま
た
、
旧
五
十

業」
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NPOと文化財活かして高める文化カ
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嵐
邸
を
考
え
る
会
は
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
の
経
験
の

う
え
に
、
建
物
管
理
も
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
普
通
の
主
婦
が
、
行
政
と
の
協
働
を
と
お
し
て
P

文
化
財
建
造
物
を
管
理
で
き
る
人
材
に
育
ち
つ
つ
あ

る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
化
財
建
造
物
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
建
物
を
適
切

図1 NPO等による文化財建造物活用の推進事業

所有者もうれしい

管理の負担が減り，皆にも喜んでもらえ

てうれしいね。次の世代にも大事にして

もらえそうだね。

三：：
地域住民もうれしい

地域の文化財がいきいきとしてきたら，

まちもいきいきとしてきたみたいだね。

ポランティアもうれしい

今日も元気に来訪者の案内。いろいろな

人と話せるし，趣味で培った郷土史の知

閾も活かせる ／一＼

し，第二の人 ／： ，rヤ＼
生，楽しいな。（＼，Rこ母｀］

＼ ＼！  〉ーし）
／ 

‘--/  

研修実施マニュアル
作成による
学習機会の増加

い
動
ー
・
う

し
活
I
•そ
は
そ

物
だ

れ

1
た
せ
造
ぅ

ぅ

り

き

か

建

そ

0

[

言

]

麟

詞

P
ち
点
社
文
だ

N
ま
拠
怒
な
まロ

基
礎
知
識
を
総
合
的
に
習
樺

行政団体もうれしい

最逝~ 小修珪の祷助要望が減ったぞ。

文化財に詳しい

NPOが育つてき

たので．今度，

文化財・応急危

度判定土の登舒

制度を検訥して

みよう。 ロ

で`手分けをして，．：ヽ 、1

1化財の被災状況を確認 I
lしよう。 1 
‘¥.-コ，

口ロロロニ

．
 

~
~
 

J
 

化

の

三

｀

た

企

う

-

,

文

額

。

一

か

つ

を

よ

一

／

／

形

価

ょ

家

な

卜

み

三

：

口

富`ロニロ

(

l

こ
｀
：

建
造
物
管
理
へ
の
憤
極
的
な
関
与

に
管
理
で
き
る
知
識
や
技
術
を
十
分
習
得
し
た
人
材

を
求
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、
活
用
を
中
心

と
し
た
活
動
を
と
お
し
て
徐
々
に
管
理
の
知
識
や
技

術
を
高
め
て
い
く
方
法
も
、
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

〈
保
存
の
身
近
な
相
談
窓
口
と
な
る
〉

北
海
道
札
幌
市
の
特
定
非
営
利
活
動
法
入
旧
小
熊

旧
小
熊
邸
の
保
存
を
目
的
に
設
立
さ

れ
た
「
旧
小
熊
邸
を
考
え
る
会
」
が
発
晨
し
た
も
の

で
す
。
保
存
運
動
や
移
築
の
設
計
監
理
等
に
携
わ
っ

た
一
連
の
経
験
を
活
か
し
、
現
在
で
は
、
未
指
定
の

歴
史
的
建
造
物
等
を
残
す
た
め
、
所
有
者
と
活
用
希

望
者
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
に
応
じ
、
同
者
の
引
き
合
わ

活用モデル事冽の創出（良案が良案を呼ぷ連鎖のしくみ）

’‘~ (~ ¥ 
! c心家住宅の蔵の＼ I開館前の時間で撮！
l使い方は斬新た 1 ，影やロケを受け入 1

1ね。今度視察に ＼ lれたら，収入につ
ロニー］〉＼、 な口i)そっ二—rj

[

、

J

.

文
効
の
有
あ

と

？

る
つ
な

一

い

も

か

]

-~:\][ (―ー、
1文化財って扱いが｀ ＼ 

I 難しそうだし~，大 I
＼］］二J
///-

〈平時〉

波及

既存の補助事業

e 保存菅理活用計画の策定

（保存菅理，活用，防災

環境保全）

・活用に要する設備の整備

新たな活用技術の顕在化
・施設運宮

｀、日今日石玉―--] -]̀己̀ ]̀-可]]
I 7:30 ~ 1 0、00 修

・商業雑誌撮影 I □ I 
I 100：言 3祖 1- ｛互I
I 1 7:0[I 閉館 1 費 I
'i8:00~2・1:00 

I 。Oこl学会全国：］口:]:--l収益性か高し」＇―-→|等 I
— L--. J 

・7ート・プロデュース
。不動産管理

。税務

。その他
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念
窄
。魯り
゜

近

年

、

公

共

肘

店

で

あ

る

文

化

財

建

造

物

に

つ

い

て

も

、

地

方

巨

治

怯

に

基

づ

く

指

定

管

理

者

柚

度

が

適

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

え

c
既

に

公

募

と

選

考

を

終

え

た

謝

例

も

現

れ

て

い

ま

す

3

指

定

管

雌

者

制

度

は

、

参

加

の

槻

芸

の

公

平

性

と

手

続

き

の

透

叩

性

を

確

保

し

，

公

共

施

設

の

管

理

運

悩

の

効

率

性

、

経

済

怜

を

高

め

よ

う

と

す

る

も

の

で

す

。

こ

れ

に

加

え

、

文

化

財

建

造

物

と

し

て

の

魅

力

を

引

き

出

し

、

よ

り

高

度

な

活

用

を

実

現

す

る

た

め

用

の

取

咀

か

ら

文

化

則

保

護

に

参

画

す

る

N
P
Oが、

管

理

に

対

す

る

意

欲

と

知

馘

を

高

め

る

し

く

み

を

構

築

し

よ

う

と

す

る

も

の

で

オ

[

-

四

ー

一

五

頁

図

1

]

0

具

体

的

に

は

、

モ

デ

ル

事

例

の

創

出

、

祈

た

な

活

用

技

術

の

惚

識

、

情

報

共

有

を

連

環

さ

せ

る

こ

と

に

よ

り

、

良

案

が

良

案

を

呼

ぶ

連

鎮

を

つ

く

る

「

N
P

0
に

よ

る

文

化

財

建

造

物

活

用

モ

デ

ル

事

業

」

と

、

文

化

肘

建

造

物

の

管

理

，

活

用

に

係

る

知

識

を

総

合

的

、

体

系

的

に

学

習

で

き

る

設

会

を

増

や

す

な

の

の

「

研

修

実

施

マ

ニ

ュ

ア

ル

作

成

事

業

」

の

二

事

業

を

実

施

し

ま

す

。

‘

〈

N
P
Oに
よ

る

文

化

財

建

造

物

活

用

モ

デ

ル

事

業

〉

活

阻

モ

テ

ル

事

薬

と

は

、

文

化

財

建

造

物

の

魅

力

を

引

き

出

し

、

心

豊

か

な

社

会

を

実

現

す

る

社

会

資

本

と

し

て

当

骸

建

造

物

を

活

用

す

る

モ

テ

ル

的

な

活

動

も

企

圃

・

実

施

す

る

も

の

で

す

[

図

2

l

0

zp゚

が

提

案

す

る

活

用

モ

テ

ル

事

業

案

の

う

ち

、

独

自

性

や

創

造

性

に

富

み

、

実

現

性

に

優

れ

た

も

の

を

選

定

し

、

文

化

庁

の

事

業

と

し

て

委

鴨

し

て

実

施

し

ま

す

。

活

用

モ

デ

几

事

業

の

実

施

に

お

い

て

は

、

事

業

対

象

と

な

る

文

化

肘

建

造

物

の

適

切

な

取

扱

い

に

関

し

、

必

要

に

応

じ

て

文

化

庁

が

技

術

的

助

言

を

行

い

ま

す

。

事

業

実

施

後

は

、

活

用

モ

デ

ル

事

業

実

槌

報

告

会

を

開

催

し

て

成

果

を

確

認

し

合

う

と

と

も

に

、

こ

れ

ら

を

と

お

し

て

団

体

間

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

づ

く

り

を

促

進

し

ま

す

。

ま

た

＼

活

用

モ

デ

ル

事

業

実

施

に

よ

り

得

ら

れ

た

活

用

の

ポ

イ

シ

ト

は

活

用

テ

ク

ニ

カ

ル

ノ

i

ト

と

し

て

ま

と

め

、

文

化

庁

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

公

開

す

る

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
管
理
と
活
用

せ

を

行

っ

て

い

ま

す

。

多

数

の

相

談

が

あ

る

た

め

、

同

様

の

案

什

を

池

域

の

実

状

に

応

じ

て

解

決

で

き

る

N

P

O法
人

や

甫

民

団

伴

が

北

海

道

内

に

育

っ

た

め

の

支

援

活

動

も

行

っ

て

い

ま

す

。

京

附

家

再

生

研

究

会

、

京

町

家

作

事

紺

、

京

川

家

友

の

会

、

原

町

家

梢

帳

七

ン

タ

ー

の

四

団

体

か

ら

な

＊
 

る

京

町

ネ

ッ

ト

は

、

町

家

百

生

に

よ

る

ま

ち

づ

く

り

に

取

り

糾

む

団

体

の

交

流

促

遥

の

中

心

的

な

存

在

と

な

っ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

前

述

し

た

B
a
n
k
A
R
T
1
9
2
9
、

旧

五

卜

嵐

邸

を

守

る

会

等

に

は

、

全

国

の

多

く

C
団

体

が

視

察

や

調

壺

に

訪

れ

て

い

ま

す

。

光

駈

的

な

取

糾

を

開

せ

る

団

体

が

、

．

困

体

連

営

や

活

用

C
l，白
ハ

ウ

に

係

る

騎

近

な

相

駿

窓

[

]

と

な

っ

て

い

る

こ

と

が

わ

か

り

ま

す

。

N
Pりのネッ
ト

ワ

ー

ク

カ

や

実

践

へ

の

応

用

力

は

、

文

化

財

建

造

物

の

保

存

や

活

用

を

促

迦

す

る

う

え

て

、

良

案

が

良

案

を

呼

ぶ

サ

イ

ク

ル

の

原

動

力

と

し

て

期

待

さ

虹

ま

す

。

に

は

文

化

財

保

設

や

ま

ち

づ

く

り

の

ポ

リ

シ

ー

を

明

硝

に

共

有

す

る

と

と

も

に

、

必

要

に

応

じ

て

行

政

坦

当

者

と

指

定

管

涅

者

が

管

理

方

怯

や

活

用

の

方

向

性

に

つ

い

て

確

認

し

合

い

、

契

約

内

容

の

見

直

し

、

向

上

を

図

っ

て

い

べ

こ

と

が

肝

要

で

す

。

活

用

は

所

有

者

の

意

向

抜

き

に

は

語

れ

ま

せ

ん

。

文

化

財

保

襲

肺

策

で

は

、

文

化

財

は

国

民

共

有

の

財

麿

と

す

る

観

点

か

ら

活

阻

を

勘

め

て

い

ま

す

。

そ

の

代

表

的

な

行

為

が

「

公

間

」

で

す

。

建

造

物

に

関

し

て

は

、

遥

常

、

公

道

等

か

ら

外

観

が

望

見

で

き

る

た

め

、

こ

れ

に

よ

っ

て

一

定

の

公

院

を

果

＇

瓦

し

て

い

る

と

考

え

ら

れ

て

さ

ま

し

た

。

し

か

し

、

歴

史

的

建

造

物

は

、

内

部

の

造

り

や

意

匠

ま

で

饂

賞

す

る

こ

と

で

、

そ

の

文

化

財

と

し

て

の

而

儘

を

よ

り

よ

く

理

解

で

き

ま

す

。

そ

の

た

め

建

吻

内

部

の

公

開

を

望

む

声

も

強

く

く

、

、

居

庄

し

て

い

る

匠

宅

建

築

で

あ

っ

て

忍

、

多

く

の

所

有

者

が

内

部

公

開

に

努

め

て

い

ま

す

。

祖

か

に

暮

ら

し

た

い

と

個

人

所

有

者

が

顧

う

中

で

、

公

開

を

行

う

場

合

に

は

、

文

化

財

保

殷

の

普

及

但

進

に

対

す

る

責

任

感

と

、

保

存

に

携

わ

る

，

八

の

思

い

ま

で

含

め

て

文

化

討

を

理

捐

し

て

も

ら

い

た

い

と

す

る

気

持

ち

を

有

し

て

い

る

こ

と

が

、

調

査

研

究

か

ら

う

か

が

え

ま

し

た

。

現

在

、

所

有

者

の

多

く

が

文

化

財

建

造

物

を

個

人

で

祉

持

管

理

、

公

開

し

て

い

く

こ

と

に

因

帷

を

感

じ

て

い

ま

す

。

重

要

文

化

財

（

建

造

物

）

彦

部

家

住

宅

綽

、

惰

報

の

共

有

化

を

図

り

ま

す

。

〈

研

修

実

施

マ

ニ

ュ

ア

ル

作

成

事

業

〉

研

修

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

標

準

的

仕

椋

ゃ

具

体

的

内

容

を

示

し

た

研

修

実

施

マ

ニ

ュ

ア

ル

を

作

成

し

ま

す

言

図

3
『

こ

の

マ

ニ

ュ

ア

ル

に

よ

っ

て

、

活

用

に

取

り

組

む

N
F
o

か

、

文

化

財

建

造

物

の

基

本

的

な

考

え

方

や

適

切

な

取

扱

い

に

関

す

る

知

識

を

体

系

的

に

学

習

す

る

抵

会

を

提

供

し

ま

す

。

平

成

一

八

年

度

に

は

研

修

実

胞

マ

ニ

ュ

ア

ル

案

を

作

成

し

ま

す

。

平

成

一

九

＼

―

二

年

度

の

各

年

で

、

マ

ニ

ュ

ア

ル

案

の

試

行

研

修

を

実

施

し

ま

す

。

試

行

研

修

で

得

た

評

価

を

マ

ニ

ュ

ア

ル

案

の

改

善

に

反

映

さ

せ

、

実

効

性

を

高

め

て

い

き

ま

す

。

あ

わ

せ

て

、

有

用

な

研

修

資

料

の

収

集

と

驚

狸

を

行

い

ま

す

。

こ

れ

ら

の

成

果

に

基

づ

き

、

平

成

二

二

年

度

に

研

修

実

施

マ

ニ

ュ

ア

ル

を

完

成

さ

せ

る

予

定

で

す

。今
後
の
課
題

平

成

一

八

年

度

か

ら

始

ま

る

こ

れ

ら

二

つ

の

事

業

に
よ
り
、

N
P
O

、
文
化
財
所
有
者
、
~
行
政
機
関
の

所
有
者
と
の
協
働

□ :発l
, ¥.  ---

言If亨3・研修実施マニュアル竺完成
望!I .マニュアルの目的と使い方
剛 間 1多の企画 c 運角・評価の考え方
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I活用テクニカルノ aヤ→卜の作成と公開 1 

一
八
年
度
か
ら
の
新
た
な
取
組

の

た

め

の

鳳

純

会

（

群

馬

県

桐

生

市

）

、

重

要

文

化

財

（

建

造

物

）

門

脳

家

住

宅

の

た

め

の

門

脇

家

住

宅

侃

存

協

力

会

（

鳥

取

県

大

山

町

）

の

よ

う

に

、

広

く

有

志

忘

募

っ

て

管

理

活

用

の

協

力

枠

剖

・

と

整

え

よ

う

と

す

る

動

き

も

あ

り

ま

す

。
一

方

、

人

々

に

親

し

ま

れ

る

か

た

ち

で

建

造

物

を

活

用

し

、

新

た

な

保

存

の

道

を

見

つ

け

た

い

と

考

ミ

る

所

有

省

の

多

く

が

、

N
F
oとの
出

会

い

の

械

会

に

恵

ま

れ

な

い

、

．

つ

き

あ

い

の

な

い

人

や

団

体

に

協

力

を

願

う

の

は

た

め

ら

わ

れ

る

等

の

理

由

で

、

そ

の

考

え

を

実

現

で

き

な

い

ま

ま

で

い

ま

す

。

文

化

財

所

有

者

と

N
P
Oとの
協

働

を

梢

築

す

る

過

程

で

は

、

行

政

使

関

に

よ

る

助

言

や

仲

介

も

必

要

と

思

わ

れ

ま

す

。

調

査

研

究

の

結

果

を

受

け

、

文

化

庁

で

は

、

平

成

一

八

年

度

か

ら

「

討

P
o等に
よ

ろ

文

化

財

建

造

物

活

用

の

推

進

事

業

」

に

着

手

し

ま

す

。

こ

れ

は

、

活

連

携

協

力

を

促

進

し

、

文

化

財

保

設

に

よ

り

広

い

民

間

の

参

画

を

求

め

る

足

が

力

り

を

築

き

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

ま

た

、

各

地

域

か

ら

強

い

文

化

力

が

発

信

さ

れ

る

よ

う

に

な

る

こ

と

を

期

待

し

て

い

ま

す

。

＊

木

誌

平

成

一

七

年

度

連

戟

「

文

化

肘

を

め

ぐ

る

ペ

ー

ト

ナ

ー

，

シ

＂

／

。

こ

（

五

月

毎

よ

り

隔

月

で

掲

載

）

で

紹

介

c
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記`文‘〉

•-,り-勺

英
国
で
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
が
寄
讃
を
受

り
た
家
屋
に
、
旧
所
有
者
が
管
理
者
と
し
て
住
ま
い

続
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
日
本
で
は
＼
保

文
化
財
の
公
共
性

文
化
庁
「

N
P
O
等
に
よ
る
文
化
財
建
迫
物
の
保

存
・
活
用
の
推
進
に
関
す
る
実
践
研
究
（
以
下
、
調

査
研
究
）
」
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
委
員
九
名
か
ら

成
る
絞
討
委
員
会
が
組
罷
さ
れ
ま
し
た
。

本
稿
で
は
f
．
盆
五
回
聞
催
さ
れ
た
検
討
委
員
会
の

訊
陪
を
振
灯
返
り
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
実
籠
さ
汎

る
「

N
P
-
U
等
に
よ
る
文
化
財
建
造
物
活
用
の
誰
進

事
業
」
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

保
存
と
活
用

近
年
、
「
保
存
と
活
用
の
両
輪
」
と
い
う
表
現
を
よ

．
，
ヽ
耳
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
保
存
と
活
附
は
本
質
的

に
は
祖
い
れ
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
両
者
の
均
面
は
図

り
う
る
と
い
う
認
誡
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
検

討
委
員
会
で
も
、
~
保
存
と
活
朋
の
両
立
の
在
り
方
が

凋
所
で
論
謡
さ
孔
ま
し
た
。

建
物
ば
使
え
ば
傷
み
ま
す
。
近
ご
ろ
で
は
、
歴
史

的
な
家
屋
に
お
け
る
行
儀
作
怯
を
知
ら
な
い
人
が
増

と
、
そ
の
理
鮒
を
通
じ
て
個
々
の
文
化
財
建
造
物
の
価

値
を
認
識
す
る
力
を
高
め
る
こ
と
、
ま
た
、
価
値
を
霊

ん
じ
て
一
っ
ひ
と
つ
の
閉
題
に
適
切
に
対
処
で
き
る

判
断
力
を
高
め
る
こ
と
。
こ
れ
ら
が
、
研
修
実
施
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
並
び
に
、
そ
れ
を
用
い
た
研
修
の

実
施
に
よ
っ
て
達
成
さ
汎
る
べ
き
目
標
と
考
え
ま
す
。

検
討
委
員
会

化
写；；；； 重要文化財

（建造物）三井石炭鉱

業株式会社三池炭坑

万田坑施設：元炭鉱

労菌者らにより万円

坑ファン倶楽部が設

立され｀ガイド活動

を行う。炭鉱閑遥の

遠構群を全体として

継承するには，企業

にも連携0)輪を広げ

る必妻がある

文
化
庁
が
平
成
一
八
年
度
に
着
芋
す
る
「

N
P
o

等
に
よ
る
文
化
財
建
造
物
活
用
の
拡
進
専
業
」
（
施
策

紹
介
参
照
）
は
、
二
つ
の
方
策
か
ら
、
保
存
と
活
用

の
間
の
溝
を
涅
め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
一
っ

は、

N
P
o

文
3

心
肘
所
有
者
、
文
化
庁
が
協
力
し

て
活
用
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
＼
も
う
一
っ

設
の
安
定
を
図
る
た
め
に
所
有
者
が
財
団
法
人
を
設

立
す
る
と
、
相
続
税
や
誤
渡
所
得
税
が
葬
課
税
と
な

る
か
わ
り
に
、
旧
所
有
者
は
そ
の
家
屋
の
中
に
居
住

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

米
回
で
は
、
税
制
優
遇
の
利
点
を
備
え
た
歴
史
的

建
造
物
の
保
存
手
段
と
し
て
、
イ
ー
ズ
メ
ン
ト
（
地

役
権
）
を
設
け
て
い
き
す
。
建
物
の
特
徴
的
な
外
観

や
内
部
意
匠
等
の
イ
ー
ズ
メ
ン
ト
を
保
談
団
体
に
殴

渡
す
る
と
、
所
有
者
は
、
そ
の
篠
利
の
対
価
と
し
て

税
制
優
遇
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
9

バ
、
ー
ズ
メ
ン

卜
誤
渡
俊
も
、
所
有
者
は
当
該
歴
史
的
廷
造
物
の
所

活
用
の
推
進
に
求
め
る
こ
と

え
、
床
の
間
や
畳
に
無
造
作
に
一
二
脚
を
立
て
た
り
，
上

間
定
ハ
イ
ヒ
：
＇
ル
で
歩
く
見
学
者
も
見
ら
れ
ま
す
。
か

つ
て
、
民
家
調
蒼
に
出
か
け
る
若
手
研
究
者
は
、
民

家
を
訪
ね
た
ら
最
初
に
そ
の
家
の
仏
壇
に
手
を
合
わ

せ
な
さ
い
と
敦
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
家
を
守
り
伝
え

て
き
た
入
、
乱
霊
に
敬
意
を
示
す
た
め
で
す
。
こ
の

作
法
は
、
今
で
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

活
用
の
独
自
性
や
創
造
役
と
は
、
歴
史
的
建
造
物

の
価
値
定
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
も

の
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
と
関
連
す
る
憤
習
や
精
神

性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
現
在
、
活
用
に
も
慎
賃
な
姿

勢
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

に

令
後
の
取
組
に
期
待
す
る
こ
と

東
京
大
学
名
誉
教
授
／

N
P
O
等
に
よ
る
文
化
財
建
造
物
の
保
存
・
活
用
の
推
進
に
関
す
る
検
討
委
員
会
委
員
長

は
、
研
修
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
文
化
財
保

履
の
基
本
的
な
考
え
方
の
薔
及
を
図
る
こ
と
で
ず
。

絵
討
委
員
会
で
は
、
現
状
変
更
の
規
制
に
よ
り
保
麗

を
図
る
行
政
機
関
と
、
剖
意
工
夫
や
活
動
の
自
由
さ
を

求
め
る

N
P
O
の
間
に
も
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。
行
政
主
体
と

N
P
o
だ
け
で
は
な

．
｀
、
文
化
貯
所
有
者
、
地
域
住
民
の
間
で
も
、
伴
存
や

活
用
に
見
い
だ
す
目
的
は
そ
札
ぞ
汎
異
な
り
ま
す
。
活

用
モ
デ
ル
事
業
の
中
で
は
，
共
有
可
能
な
目
標
を
見
つ

け
な
が
ら
協
力
関
伍
を
築
き
上
け
て
い
く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
が
試
さ
汎
る
こ
と
に
唸
る
で
し
ょ
う
。

マ
ニ
ュ
ア
几
と
い
う
も
の
は
そ
の
運
用
い
か
ん
で
、
遥

り
一
遍
の
考
え
方
を
植
え
付
け
て
し
ま
う
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。
特
に
、
中
央
省
庁
が
示
す
も
の
に
地
方
公

共
回
枠
が
倣
っ
て
さ
た
日
本
で
は
、
依
然
と
し
て
そ
の

可
能
性
が
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
研
修
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
多
桃
な
意
見
を
交
換
で
き
る

研
修
の
在
け
方
や
、
ネ
＇
ソ
・
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ
い
て

も
一
体
的
に
検
討
む
深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

文
化
財
保
襲
に
係
る
基
本
的
な
理
解
か
広
め
墨
こ

有
権
を
保
持
で
き
ま
す
。
ま
た
、
保
護
団
体
は
、
当

骸
歴
史
的
建
造
物
の
保
護
に
主
体
的
に
か
か
わ
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
イ
ー
ズ
メ
ン
ト
は
、
文
化
財

の
私
有
性
と
公
益
性
と
の
適
正
な
均
衡
を
図
る
有
効

な
手
段
と
し
て
参
考
に
な
ろ
も
の
で
し
ょ
、
9
0

人
々
に
「
大
切
」
と
い
う
思
い
が
芽
生
え
た
屁
史

的
建
造
物
に
は
、
公
共
性
が
宿
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

公
共
性
に
対
し
、
所
有
者
や
行
政
機
関
の
み
な
ら
ず
、

多
様
な
主
体
が
行
動
を
起
こ
せ
る
理
念
と
し
く
み
を
、

我
が
国
に
根
づ
か
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

本
特
集
の
テ
i
マ
は
「

N
P
C
)
と
文
化
財
、
活
か

し
て
高
め
る
文
化
力
」
で
す
が
、
文
化
財
の
活
用
に

N
P
O
の
活
力
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
う
し

た
新
た
な
公
共
概
念
が
定
着
し
、
ひ
い
て
は
企
業
も

含
め
、
広
く
民
間
の
参
圃
に
結
び
つ
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
文
化
財
の
保
存
活
阻
に
関
す

る
民
間
企
業
の
参
匝
は
重
要
と
考
え
ま
す
『
写
真

r

平
成
一
八
年
度
以
後
の
事
業
展
開
の
結
果
、
多
様

な
N
P
O
が
育
つ
と
思
わ
れ
ま
す
。
個
人
的
に
は
、
こ

れ
ら
の
団
体
が
文
化
庁
の
思
惑
に
は
お
さ
ま
り
き
ら

な
い
「
鬼
（
そ
工
と
な
り
、
文
化
財
保
護
に
関
し
、
政

府
や
議
会
、
産
業
界
に
対
し
て
大
き
な
声
を
あ
げ
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
数
は
力
と
い
う
よ

う
に
、
今
後
の
取
祖
の
成
果
と
し
て
、
大
き
な
世
論

が
文
化
庁
を
叱
咤
激
励
し
、
政
策
や
予
算
の
充
実
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

こ

渡
邊
定
夫
-―’,  9~ ~I l 
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這喜墜三し＇ 甘::J躙llltl.II 銹
写真 登録有形文化財建造物5000件記念シンポジウムで文化庁長官（中央），藤否照信東京大学敦

授（左）とてい談する筆者

国
の
登
録
有
形
文
化
財
（
建
茫
物
）
は
五
0
u
o
o

件
を
は
る
か
に
超
え
つ
つ
あ
る
。
咋
年
（
平
成
一
七
）
、

文
化
庁
で
は
一

0
月
六
日
を
「
ト
ー
，
ロ
ク
の
日
」
と

し
、
こ
の
日
に
登
録
第
一
号
で
あ
る
京
京
大
学
安
田

請
堂
で
五

0
0
0
件
記
念
ヽ
｝
9

：
'
柑
ジ
ウ
ム
，
9

．
立
行
っ
た

[
写
真
】
。
そ
の
際
河
合
隼
拙
文
化
庁
長
百
が
「
こ
う

な
っ
た
ら
『
賛
録
が
日
本
中
に
ゴ
マ
ン
と
あ
る
』
よ
う

に
し
た
い
」
と
発
言
さ
れ
、
会
楊
は
盛
り
上
が
っ
応
c

こ
ん
な
に
急
遠
に
登
緑
物
件
が
増
え
る
と
た
れ
が

予
想
し
た
て
あ
ろ
う
か
。
私
た
ち
は
、
重
要
交
化
財

だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
「
身
近
で
縁
し
め
る
文
化
財
一

が
、
そ
れ
ゆ
え
市
民
に
と
っ
て
「
か
け
が
＾
ー
ら
な
い
文

化
財
」
が
多
く
残
る
シ
ス
テ
ム
を
渇
望
し
C
い
た
の

で
、
登
録
制
度
は
う
れ
し
い
も
の
だ
っ
た
。
こ
九
で
あ
っ

さ
り
壊
さ
れ
ず
に
す
む
、
と
忌
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ

だ
け
の
件
数
が
登
録
で
き
た
の
は
、
身
近
な
文
化
財

を
残
そ
う
と
、
吉
知
や
謂
査
や
広
報
に
動
い
た
多
く

の
市
民
が
い
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
藤
森
照
信
東
京
大
学
教
授
が
、

「
僕
た
ち
は
建
物
を
様
式
と
か
年
代
と
か
設
計
者
の
名

ぐ
あ
っ
た
た
め
、
平
成
八
年
に
ト
ラ
ス
ト
で
寄
贈
を

受
け
て
取
得
し
た
。
現
在
は
、
毎
年
の
申
請
に
基
づ

き
、
固
定
資
追
税
の
減
額
が
鯰
め
ら
礼
て
い
る
。
安

田
邸
は
、
平
成
一
0
年
に
都
の
名
勝
指
定
を
受
け
た
。

た
て
も
の
応
援
団
で
は
、
こ
の
建
物
の
「
お
掃
除

ホ
弓
シ
テ
ィ
ア
」
を
組
織
し
て
安
田
邸
を
掃
き
清
め

だ
c
い
戦
前
の
お
屋
敷
と
は
使
用
人
が
い
る
こ
と
を
煎
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に

で
認
識
す
る
が
、
女
社
は
『
好
き
だ
か
ら
』
で
保
存

運
動
に
走
る
ん
だ
な
あ
」
と
言
わ
れ
た
。
碕
か
に
私

た
ち
も
『
か
わ
い
く
て
好
き
』
『
あ
れ
が
町
に
な
く
ち
ゃ

い
や
』
と
い
う
一
念
で
数
々
の
建
物
を
残
し
て
き
た
。

建
築
的
価
値
の
み
な
ら
ず
、
▼
「
栖
ロ
一
葉
か
通
っ
た
質

屋
さ
ん
だ
か
ら
」
と
東
京
•
本
郷
菊
坂
の
伊
勢
屋
に

保
存
を
お
願
＞
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
一
葉
の
住

ん
だ
家
が
―
つ
も
翡
存
し
な
い
今
、
一
葉
を
し
の
ぶ

よ
す
が
と
し
て
、
こ
の
建
物
は
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
個
入
所
有
の
建
物
の
保
存
を
お
顧
い
す

る
の
は
気
の
ひ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
外
か
ら
み
れ
は
残

し
た
い
建
物
で
も
、
居
庄
者
の
保
存
の
苦
労
は
並
た

い
て
い
で
は
な
い
。
伊
勢
屋
さ
ん
の
場
合
｀
道
に
面

し
た
所
に
ガ
レ
ー
ジ
を
つ
く
灯
た
い
と
い
う
話
だ
っ

た
。
利
便
性
か
ら
は
、
ご
く
も
っ
と
も
て
あ
る
。
宿
揚

町
な
ど
の
町
並
み
が
壊
れ
る
多
く
の
原
西
は
、
こ
の

ガ
し
ー
ジ
だ
。
幸
い
昴
意
し
て
残
し
て
く
だ
さ
｀
り
、
同

の
登
録
文
化
財
と
な
り
、
今
は
明
治
の
一
国
影
を
残
す

民
家
と
し
て
貧
し
ス
タ
ジ
オ
に
な
っ
て
い
る
。

東
京
。
千
駄
木
の
安
田
邸
は
、
大
正
時
的
の
相
洋

提
に
造
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
体
力
も
な
く
な
っ
た
お

年
寄
り
の
ご
夫
婦
，
独
居
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
掃

除
が
ま
ず
大
変
で
あ
る
。
こ
札
ま
で
も
、
全
館
物
筐

と
化
し
た
家
、
ッ
タ
が
か
ら
み
つ
く
に
ま
か
せ
た
家
、

本
だ
ら
け
の
家
な
ど
で
、
掃
除
や
繋
理
の
お
手
伝
い

を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
安
田
邸
で
は
そ
う
い
う
こ
と
は

な
か
っ
た
が
、
ふ
け
ど
も
ふ
け
ど
も
続
く
廊
一
卜
に
d
3

日

ご
ろ
の
掃
除
の
大
変
を
を
実
感
し
た
。

N
P
O
が
文
化
財
に
か
か
わ
る
と
き
、

ま
す
持
主
を
支
え
る
存
在
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
保
存
、
活
用
と
外
か
ら
叫

ん
で
も
、
残
し
、
住
み
続
け
る
人
と
苦

労
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

安
田
邸
で
は
家
の
入
口
近
く
に
分
筆

し
て
、
夫
人
の
た
め
の
和
夙
の
住
み
や

す
い
新
居
を
建
て
た
が
、
そ
の
後
も
た

て
も
の
応
援
団
は
、
長
ら
く
箱
か
ら
出

す
こ
と
の
な
か
っ
た
お
雛
さ
ま
を
出
し

て
お
祭
り
し
た
10
、
お
茶
会
を
開
い
た

り
し
て
、
も
と
の
所
有
者
に
喜
ば
れ
て

い
る
。
ま
た
本
格
的
な
修
繕
に
入
る
に

当
た
り
、
市
民
か
ら
の
募
金
も
始
め
ら

し
こ
。

オ，ァーこ
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
、
道
の
反
対

側
に
あ
る
旧
島
薗
順
雄
邸
の
持
主
か
ら

も
、
た
て
も
の
応
援
団
に
ご
相
談
を
い

た
だ
い
た
。
こ
ち
ら
は
矢
邸
又
吉
設
計

折
哀
の
邸
宅
で
あ
る
。
ご
当
主
が
亡
く
な
ら
れ
、
地

域
住
民
は
そ
の
成
灯
行
き
を
心
配
し
た
。
ハ
プ
ル
が

は
じ
け
、
税
収
も
少
な
く
な
っ
て
、
行
政
に
取
得
、
保

存
、
公
開
を
要
望
で
き
る
時
代
で
は
な
い
。

建
築
の
専
門
家
を
含
む
地
元
の
有
志
が
調
査
を
さ

せ
て
い
た
た
き
、
麿
田
好
三
郎
と
い
う
銀
行
家
が
大

正
七
年
に
建
て
た
も
の
で
、
施
工
は
清
求
組
、
大
正

i
-
―
年
の
関
東
大
霞
災
後
に
安
田
家
が
取
得
し
た
も

の
と
わ
か
っ
た
c

た
だ
ち
に
「
文
京
歴
史
的
建
物
の

活
用
を
考
え
る
会
」
（
通
称
、
た
て
も
の
応
援
団
）
か

結
成
さ
れ
、
安
田
家
と
交
流
が
図
ら
れ
た
。
安
田
夫

人
も
夫
の
大
切
に
し
[
'
)
「
家
の
誇
り
」
を
残
し
た
い

気
持
ち
と
、
祖
続
税
や
今
後
の
生
活
の
間
で
揺
れ
て

い
ら
し
た
。

結
果
、
安
田
邸
は
財
団
法
人
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト

ラ
ス
ト
に
寄
附
さ
九
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ト
ラ
ス
ト
の

寄
附
行
為
に
は
、
玉
国
民
的
財
甦
と
し
て
後
世
に
継
承

す
る
に
足
ろ
餞
氾
資
源
」
と
し
て
取
得
し
た
耐
産
の

該
渡
不
能
が
規
定
さ
れ
―
r
ら
い
る
。
妥
田
邸
は
、
地
元

有
志
に
よ
ろ
前
述
胴
歪
で
文
化
財
的
価
値
が
明
ら
か

の
ド
イ
ツ
風
の
洋
館
（
昭
和
七
年
）
。
登
録
制
度
を
説

明
に
上
が
り
、
調
査
も
追
め
、
ど
う
に
か
登
録
が
で

き
た
。
以
降
、
個
入
で
の
保
存
、
活
用
に
熟
心
な
の

で
、
何
か
あ
れ
ば
相
談
や
協
力
を
す
る
体
制
に
あ
る
。

東
京
，
台
東
区
で
は
、

N
P
O
法
人
た
い
と
う
歴

史
都
市
研
究
会
が
結
成
さ
れ
、
調
査
啓
莞
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
ほ
か
、
東
京
芸
術
大
学
文
化
財
促
存
学
専

攻
の
大
学
院
生
が
市
田
邸
を
借
り
て
住
み
、
修
復
の

現
場
と
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
や
ブ
ー
タ
ジ
の
保
存
活
動

家
七
入
を
お
拐
き
し
こ
こ
で
論
談
を
交
わ
し
だ
こ

と
も
あ
る
。

保
存
か
ら
活
用
の
時
代
、
飼
蓋
や
修
復
に
か
か
わ

れ
る
建
築
や
防
災
の
専
門
家
も
大
事
で
あ
ろ
、
う
。
兵

庫
県
な
ど
は
こ
う
し
た
専
門
家
を
へ
日
テ
ー
ジ

e
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
認
定
す
る
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
現
実
に
活
阻
・
公
開
に
携
わ
る
の
は

地
元
に
住
む
市
民
、
こ
と
に
主
婦
や
退
職
後
の
方
た

ち
で
あ
る
。
皆
畿
か
な
人
生
経
験
と
特
技
や
技
術
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
を
お
も
ち
だ
。

お
掃
除
や
受
付
、
案
阿
、
ち
ら
し
作
り
や
配
布
、

と
き
に
は
中
で
の
売
店
や
喫
茶
店
の
経
営
も
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
税
制
，
怯
律
・
観
光
。
イ
ベ
ン
ト

プ
ロ
デ
ュ
｀
ー
ス
・
編
集
：
映
像
制
作
な
ど
の
プ
ロ
も

要
さ
れ
る
。
民
家
の
も
つ
精
神
的
な
力
を
活
か
し
た

デ
イ
ケ
ア
ホ
ー
ム
、
子
育
て
塾
な
ど
の
連
営
に
は
、
福

祉
や
教
育
の
プ
ロ
も
必
要
だ
。
お
互
い
が
知
恵
と
誇

り
を
も
っ
て
、
技
量
を
磨
き
つ
つ
協
働
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

作

家

／

地

域

誌

綴

喜

森

ま

ゆ

み
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重要文化財（建造物）横浜市閑港記念会館では，

芸術を通じて脅少年教育に取り組みたいとする

特定非営利活動法人横浜ア～ートプロジェタト

と，市民に親しまれる文化財の在り方を模索す

る行政（横浜市中区）の協働力＼この文化財建

造物にエネルギーを注いでいます

平
成
l

八
年
四
月
一
日
現
在
、
文
化
財
侶
護
法
に

基
づ
く
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
は
四

0
囮
四
棟
、

登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
は
五
一
1

1

0

四
件
、
露

要
伝
統
的
建
造
物
詳
保
存
地
匠
は
七
三
地
区
で
す
。

ま
た
、
平
成
一
七
年
五
月
一
日
現
在
、
都
道
府
県
や

市
町
村
が
文
化
防
保
設
条
例
で
指
定
・
忍
豆
録
す
る
有

形
文
化
財
（
建
造
物
）
は
一
万
一
―
―
―
―
一
九
件
で
す
。

文
化
財
建
造
物
の
数
は
増
加
の
途
に
あ
り
ま
す
。

可
民
の
文
化
財
保
腕
へ
の
閏
‘
士
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
の
表
れ
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
予
算
に

か
な
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
よ
う
で
す
。
~

文
化
財
の
保
護
に
お
い
て
は
、
そ
の
文
化
財
的
価

値
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
、
適
切
に
保
存
，
管
述
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
鶏
門
的
な
知
識
や
技

術
と
多
額
の
経
費
を
要
し
ま
す
。
ま
た
、
文
化
財
の

価
伯
が
捐
な
わ
れ
な
い
よ
う
、
そ
の
取
扱
い
に
対
し

て
一
定
の
規
制
が
必
要
で
す
。

創
造
フ
ァ
ン
ド
は
、
専
門
的
な
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
な
が
ら
、
個
人
・
企
業
・
団
体
か
ら
の
多
様

な
奇
附
や
助
成
の
受
け
皿
と
な
る
資
釜
仲
介
組
織
て

保
存
，
管
理
、
活
用

庄』！1,内l,1,’’'ll'll'1,,IlIl l 9 l', μl l9','9 l, l’’l 

化

一
方
で
、
文
化
財
の
活
用
も
現
在
の
重
点
施
策
て

す
。
文
化
財
建
造
物
の
学
術
的
価
値
を
維
待
す
る
だ

け
で
は
社
会
的
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
こ
と
に
一
因
が

ぁ
f
l
ま
す
。
で
れ
ゆ
え
、
自
由
な
癸
想
で
文
化
財
の

価
筐
を
見
直
し
、
社
芸
的
筐
置
づ
け
を
高
め
、
地
域

で
守
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
礼
て
い
ま
す
。
活
用
を

適
じ
て
文
化
財
建
造
物
を
地
域
の
社
会
資
本
と
し
て

使
う
努
力
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

個
人
の
価
値
覗
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
し
、

多
く
の
人
が
自
分
ら
し
；
誇
り
を
も
っ
て
地
域
で
暮

ら
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
文
化
財

建
造
物
を
市
民
の
シ
ン
ホ
ル
や
活
動
の
場
と
し
て
移

極
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
時
代
に
適
う
考
え
と

．
＇
＞
え
ろ
で
し
ょ
う
。

N
P
o
へ
の
期
待
『
事
業
へ
の
期
待

文
化
肘
建
造
物
の
活
阻
の
促
追
に
、
J
『
入
り
、
従
来

か
ら
の
文
化
尉
俣
襲
の
課
題
で
あ
る
社
会
的
排
他
性

や
閉
鎮
性
、
文
に
財
的
価
値
の
一
冗
性
、
文
化
財
保

す
。
新
し
い
市
民
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を

理
念
と
し
、

N
0
,
-
0
の
資
金
源
を
豊
か
に
し
、
そ
の

目
立
し
た
発
展
と
活
発
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
特

定
非
営
利
活
動
注
入
日
本

N
F
o
セ
ン
タ
ー
の
実
績

の
一
部
を
継
承
•
発
展
す
る
か
た
ら
で
平
成
一
四
年

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
社
会
創
造
フ
ァ
ン
ド
の
専
門
性
は
，
①
寄
附

金
や
助
成
金
を
出
資
す
る
個
人
・
傘
業
・
団
体
の
目

的
に
沿
い
な
が
ら
、
②
個
別
の

N
P
O
が
特
定
の
テ

ー
・
マ
の
中
で
事
業
の
企
回
・
実
施
能
力
を
高
め
る
し

く
み
を
考
案
し
、
③
そ
れ
を
応
募
、
選
考
、
助
成
等

の
運
営
方
法
に
反
映
さ
せ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
含
み
ま
す
。
＿

こ
の
よ
う
な
個
々
の

N
P
O
と
個
人
・
企
業
・
団
体

と
の
橋
渡
し
を
し
な
が
ら

N
P
O
の
活
動
を
資
金

的
に
支
援
す
る
技
術
は
、
日
本
で
は
ま
だ
な

じ
み
の
薄
い
も
の
で
す
。

文
化
財
の
保
殷
活
動
を
含
む
ま
ち
づ
く
り

分
野
で
活
動
す
る

N
F
o
は
、
．
他
の
活
動
分

野
に
比
べ
、
イ
ベ
ン
ト
や
ン
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

企
画
・
開
催
，
闘
査
研
究
活
動
に
取
り
組
む

割
合
が
高
い
の
が
特
徴
的
で
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
に
向
け
た
運
動
ー
普
及

啓
発
を
重
祝
し
た
取
組
は
、
時
代
、
地
域
、
文

化
財
の
租
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
最
も
重
要
な
も

の
で
す
。
一
方
、
意
誤
の
向
上
だ
け
で
は
建
物

を
残
す
こ
と
は
で
き
ず
、
現
在
は
、
残
す
た
め

の
課
題
解
決
に
向
げ
て
、
み
ず
か
ら
靡
業
・
サ

ー
ビ
ス
提
供
を
展
開
す
る
団
体
が
増
え
て
き

弓l
つ
な
ぐ
し
く
み

乱
が
勤
玲
す
る
特
定
非
営
利
壻
動
法
・
八
市
民
社
会

み
す
か
ら
育
つ
し
く
み

誤
行
政
へ
の
依
存
性
や
他
律
性
を
乗
り
趣
え
る
活
力

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

N
F
o
（
民
間
非
営
利
組

感
に
は
こ
の
活
力
が
あ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

N
P
O
の
参
固
に
期
待
さ
れ
る
効
果
と
し

て
、
①
市
民
の
自
発
性
や
参
加
性
に
基
づ
く
社
会
サ

i
ビ
ス
の
提
供
、
②
入
閏
性
や
精
神
性
に
基
づ
＼
社
~

会
的
課
題
の
解
決
、
③
参
加
者
の
対
等
性
に
基
づ
く

開
か
九
た
組
織
運
営
、
①
行
政
七
ク
タ
ー
や
企
業
セ

ク
タ
ー
に
灼
す
る
独
立
吐
ゃ
目
立
性
、
⑤
地
域
営
や
場

所
笠
に
密
着
し
た
事
業
展
開
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ

ぅ
。
こ
れ
ら
州
文
化
財
建
造
物
の
保
存
と
活
国
を
批

進
す
る
要
素
と
な
る
こ
と
は
、
い
く
つ
か
の
先
進
事

例
か
ら
も
う
か
が
え
ま
す
。

平

成

一

の

文

化

庁

の

取

組

で

大

切

な

こ
と
は
、

N
P
O
に
期
待
す
る
資
質
を
的
確
に
引
き

出
す
し
く
み
を
取
灼
入
れ
る
こ
と
で
す
。

ま
し
た
。
こ
う
し
た
団
体
が
活
動
の
質
を
高
め
る
に
は
、
文

化
財
の
取
扱
い
に
係
る
知
識
や
技
術
の
み
唸
ら
ず
、
組

織
連
営
や
躙
業
の
企
回
・
実
施
の
ノ
ウ
ハ
ウ
定
向
上

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
よ
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
さ
ま
さ

ま
な
資
金
提
供
＇
仲
介
組
織
が
、

N
P
O
が
も
つ
資

賀
や
能
力
を
高
め
、
引
き
出
し
て
い
く
よ
う
な
し
く

み
を
開
発
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

文
化
庁
が
今
年
度
か
ら
実
施
す
る
モ
デ
ル
事
例
の

創
出
事
業
で
も
＼
参
画
定
と
お
し
て

N
P
O
が
み
ず

か
ら
育
つ
し
（
み
が
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。文

化
財
建
造
物
が
も
つ
社
会
的
価
値
を
多
様
に
引

き
出
す
に
は
、
文
化
財
保
餃
や
ま
ち
づ
く
り
活
動
に

特
化
し
た

N
P
o
だ
け
で
な
く
、
「
保
健
＇
医
療
，
福

祉
」
「
学
術
，
文
化
，
芸
術
」
「
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
」
「
地
域
経
済
の
活
佐
化
」
な
ど
に
取
り
組
む

N

P
O
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
こ
の
よ
う
な
ネ
ソ
ト
ワ
，
ー
キ
ン
グ
を
誘
発
す
る

し
く
み
づ
く
り
も
大
切
で
す
。

N
F
o
が
所
有
者
、
行
政
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

専
門
家
を
つ
な
ぎ
、
文
化
財
建
造
物
が
市
民
活
動
の

核
と
な
っ
て
多
様
な

N
P
O
を
つ
な
ぐ
。

N
P
O
と

文
化
財
建
造
物
の
両
方
が
「
つ
な
ぐ
」
役
割
を
担
い

な
が
ら
、
活
用
事
例
が
幾
か
に
生
み
出
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
定
非
常
利
活
動
法
人
市
民
社
会
創
造
フ
ァ
ン
ド
プ
ロ
ブ
ラ
ム
C

，オフ
1

サ
ー

坂
本
憲
治
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命
特
集
魯
｀

平
城
宮
跡
第
こ
界
k
桓
罠
復
原

国
策
紹
介
]

平
城
宮
跡
整
備
と
大
極
殿
復
原

[
琴
醐
文
〗

古
代
建
築
と
し
て
の
大
極
殿

大
極
殿
の
屋
粧

大
極
殿
の
内
部
装
師

国
業
紹
介
]

大
極
殿
復
原
工
庫

[
事
例
紹
介
]

史
跡
等
整
備
に
お
け
る
建
物
復
原

や
文
化
庁
ニ
ュ
ー
ス
命

文
化
附
の
新
指
定
（
美
節
工
芸
品
j
)

平
成
一
八
年
疫
国
語
問
題
研
・
寃
協
議
会
に
つ
い
て

寄
附
金
関
係
の
税
制
に
つ
い
［

巳
臼
雪
胴

N
P
O
は
行
政
か
ら
の
独
立
性
を
保
つ
こ
と
で
創
発
力
を

発
抑
し
て
．
＞
ま
す
。
政
箔
や
制
疫
に

N
"
り
を
限
り
込
む
こ

と
は
行
政
か
ら
の
独
立
性
を
侵
薔
し
、

611発
力
を
椴
な
う
こ

と
に
も
な
り
え
ま
す
。

点
た
、

N
P
O
は
活
勁
を
燐
督
す
る
所
籾
宦
庁
や
も
ち
ま

せ
ん
。
財
団
怯
！
八
や
社
団
法
人
の
よ
う
に
、
法
人
恰
が
聞
件

の
信
較
性
を
保
証
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
J
J
で
す
。

文
化
財
建
造
物
の
活
用
に
お
い
て
、
行
政
と

N
P
O
との、

良
奸
な
辿
拙
協
力
も
話
く
に
は
、
悦
条
を
吸
い
上
け
る
し
9
,
.
,

み
と
、
団
体
の
活
動
書
悲
翌
璧
い
を
適
格
に
審
査
す
る
基
滋
｝

と
体
制
に
ポ
’
ー
シ
ト
が
あ
り
そ
う
で
す
。

＂まー

1
“

-

1

滋

噂

嚢

撃

―

-

喜

朧

令
長
官
対
談
命

字
文
化
人
の
本
音
]
―
河
合
隼
雄
文
化
庁
長
官
対
談

ハ
ル
ト
・
バ
ン
・
ト
ン
ダ
京
部
工
芸
繊
維
大
学
助
教
授

[
長
官
コ
ラ
ム
文
化
庁
の
抜
穴
｝

又
化
交
流
使
の
活
動
報
告
]

I
K
l
l
o
三
祗
。
旅
氾
家

〖
く
ら
し
が
育
む
又
化
的
景
観
】

石
の
里
に
生
き
る

[
広
げ
よ
う
「
文
化
力
」
の
輪
ー
】

京
都
発
「
文
化
力
」
ビ
ジ
ネ
ス
モ
テ
ル
が
拡
か
っ
て
い
く

わ
が
町
に

百
本
の
伝
統
美
と
技
を
守
る
人
々
]

三
輪
涛
雪
・
萩
焼

[
園
宝
・
重
要
文
化
財
を
も
っ
と
楽
し
む
方
法
]

国

宝

平

原

方

形

尉

前

絡

出

土

品

伝
所
を
支
え
る
人
々
]

本
誌
平
成
一
七
年
七
月
号
で
、
茨
急
成
隊
ゴ
ー
フ
ー
フ
ァ

イ
プ
の
歌
を
口
す
さ
み
な
が
ら
骨
染
「
文
化
財
廷
造
杓
の
問

姑
底
至
」
を
絹
集
し
た
我
々
は
、
現
在
放
映
中
の
晶
磯
靴
隊

ポ：
E
,

ケ
ン
シ
・
1
'
,
'
を
蓄
照
し
な
が
ら
本
特
痰
を
紺
み
ま
し
た
ら

市
民
の
訓
唸
1
夫
ゃ
発
想
力
に
支
え
ら
れ
る
文
化
財
建
直
吻

の
活
I
i
i
o
.

々
'
•
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
は
「
鬼
て
な
き
冒
険
ス
ピ

リ
ッ
）
」
で
あ
る
3

t
一
J
ー
＂
な
ノ
リ
に
包
卑
さ
を
併
せ
持
ち
な

が
ら
、
文
化
肘
保
設
を
楽
し
↓
り
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
＇
、
｀

が
ん
は
っ
て
志
い
り
た
い
と
恩
い
ま
す
。
ご
支
擾
、
こ
協
力

を
よ
る
し
く
お
罰
い
屯
し
上
げ
ま
す
。

（

長

呈

免
▼
下
問
久
美
子
）

｀君懐嘲館チグ、｀セント
• 今•月号が記詮器のチケ、, Iプ

レセントは．

／入東京国立洒物館l 「苦沖と江戸桧疇展」謬（ペア）
B 東京国立近代美術館

| 「吉原治庚患譴，．．7）
C 国立国芦囀
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い
き
い
き
ミ
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ー
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美
衛
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掲
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館
事
業
＇
／
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ト
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細
馬
区
立
美
術
館

国

術

文
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舞
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門
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の
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肉
体
の
意
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改
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遥
作
椛
な
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ほ
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襄
問
箱
．
ー
か
ら
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